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原因になっているのかを調査した。(第 3 章) 
2.調査Ⅱ：医療関係職が社会福祉関係分野を何処まで認識し理解できているのか
また、社会福祉関係職(MSW)が医療関係分野を何処まで認識し理解
できているのかを調査した。(第 4 章) 
3.調査Ⅲ：医療連携チームが主に使用している情報提供書を分析し、医療・社会
福祉関係分野のどの項目が患者支援の際に重要なのかを調査した。

























































































図 3 未来のアセスメントのためのシームレスな連携と実践例の積み上げ 
注記：筆者作成 
 
第 3 章医療制度改正に対応していくための退院阻害因子把握調査 










項目として、基本動作に関する項目が 9 項目、ADL に関する項目が 7 項目、認
知機能面に関する項目が 19項目、身体機能に関する項目が 2項目、全身状態に




























































































第 4 章医療連携チームが備えておくべき共通知識を明確にするための調査 






















領域が、経験年数 5 年以上から理解力が高くなっていた。 



























③ 事例検討 2 

























































身体障害者手帳 □有(   級)  □無   その他
（                     ） 
介護保険 □有介護度(  ) 有効期間(  )    □申請中□無 
担当事業所(          )  
ケアマネジャー(          ) 
サービス利用予定(           )     
計画（                ） 




独居 高齢者世帯 家族同居 施設(           ) 
一戸建て：(持ち家・賃貸)  居室(  F)  改修□有□無 
改修□可能□不可 
マンション：(持ち家・賃貸)  居室(  F)  エレベーター□有□無 
改修□有□無改修□可能□不可 


















本人と関係者との関係性 (良 普通 不 課題あり)   
介護抵抗(有無) 























医療                         福祉 
                          50% 
図 4 MSW 専用の情報提供書 
注記：筆者作成 
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図 7 情報提供書を活用した卒前、卒後の多職種連携教育 
注記：筆者作成 
 
今後の展望 
今後さらに進展していくと考えられている医療制度改正に対応しながらも、
「患者に寄り添う支援」を展開していくためには、支援に関わる多職種同士の
強固な連携と患者の継続した生活を支えていく病床・機関・施設・地域間の多
職場同士のシームレスな連携を改めて構築していかなければならない。そのた
めには、医療関係職中心の情報提供書の中に、MSW も情報提供書の作成に加
わっていくといった本論文で示した実践例を手始めとして、MSW も他職種同
様に MSW 専用の情報提供書を作成し、共通ツールとして積極的に情報を提供
していかなければならない。このような実践を積み重ねていくことで、患者が
治療や訓練で獲得した機能と能力を、患者に一番相応しい場所で継続して発揮
していくことに繋がっていくことを、今回の実践例を通して明らかにすること
ができたので、今後さらに、実践例を増やして他の機関・施設でも実践しても
らえるように展開していきたい。 
